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（a）美しい一枚板が取れる．
無駄が多い（リニア）

（b）細かく切って貼り合わせれば
無駄がない（スイッチング）

第5章 絵とき！電源回路
必ずお世話になる2種類の電源レギュ
レータ「リニア型」と「スイッチング型」5-1

佐藤 尚一

　ICやトランジスタで構成された「電子回路」は
どんなものでも安定化電源を必要とします．今はエ
コが叫ばれているので，効率の高い電源は注目度が
上昇中です．
　安定な電源電圧を作るには，ムダは多いけれどノ

イズが少ないリニア・レギュレータと，ムダは少な
いけれどノイズが多いスイッチング・レギュレータ
があります．電流出力が小さくてよく，低ノイズな
電源が必要ならリニア・レギュレータ，それ以外は
スイッチング・レギュレータを使うとよいでしょう．

● 電源用の電源
　電源回路のエネルギ源も電源です．このエネルギ源
には，電池や商用の100 V電源がありますが，いずれ
も電圧は安定化されていません．
　電池は，使用時間とともにの出力電圧が低下して，
ICが要求する電源電圧範囲より低くなります．また，

100 V電源を整流平滑して得られる直流電圧は大きな
脈流（リプル）を含んでおり，さらに100 V電源ライン
につながるほかの電子機器の影響で，100 V自体が変
動するとこの直流電圧も変動してしまいます．トラン
スで変圧して整流するだけではピッタリ希望通りの電
圧にはなりません．

図1　リニアとスイッチングの違い
リニア・レギュレータは美しい．スイッチング・レギュレータはムダが
ない

図2　スイッチング・レギュレータはノイズが多いが
ムダはない

図3　リニア・レギュレータは抵抗分圧をオート調整して出力を安定させるイメージ

熱

連続して調節 目にも止まらぬ
速さでON, OFF

雑音
必要最小限
だけ流す

（a）リニア・
        レギュレータ

（b）スイッチング・
        レギュレータ

＋

－＋

－

負
荷負

荷

出力電圧が下がったら電流を多く流す

制御トランジスタ

トランジスタをリニア領域で使う

出力電圧が変わると
トランジスタの抵抗値を変える

誤差アンプ

分圧が
変わる

（a）単なる抵抗分圧だと     が
       変化すると       も変化して
       しまうので×

Vout
Vin

（b）シリーズ・タイプのリニア・レギュレータは
        入出力間の抵抗を可変する

（c）電流が吸い込めるシャント型は
        分圧抵抗を可変する
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可変抵
入力が動くと出力も動く．
＝安定ではない

  電子回路のエネルギ源はこうやってつくる


